
２０１９年５月
の参考銘柄 

●ＪＴ（2914：東証１部）（100株 2,470円 約25万円） 

【たばこ国内製造独占】M&Aで海外たばこ事業を拡大中。国内の紙巻きたばこ値上げ、加熱
式たばこ「ブルーム」の新製品が６月より全国で拡販に期待されるものの営業減益。連続増
配予定。 

●デンソー（6902：東証１部）（100株 4,429円 約45万円） 

4月26日発表2019年3月通期営業利益23.4％減、2020年3月予想20％増。ハイブリッド車など
に搭載する「パワーコントロールユニット」やモーターなど基幹部品の販売が伸びる他、カ
メラやセンサーで構成する「ADAS（先進運転システム）」製品も販売を押し上げる。 

●日立ハイテクノロジーズ（8036：東証１部）（100株 4,835円 約49万円） 

前期業績は4期連続増収増益。利益面では過去最高を更新。今期は減収減益となる見通しだ
が、来期以降、半導体製造装置を牽引役に業績は回復へ。 

●ソフトバンクグループ（9984：東証１部）（100株 10,925円 約110万円） 

ソフトバンクグループ（9984：東証１部） 
【投資会社】１９年３月期は国内通信事業が堅調。「ビジョンファンド」の投資先株式の価
値上昇により含み益増加。１９年６月末に株式分割（１株を２株に）を発表。 

●セールスフォース・ドットコム（CRM：NYSE）（$ 156.31） 

クラウド型の法人向けCRM（顧客管理）リューション事業を展開する。企業によるインター
ネットを介した、顧客とのやり取り増えるなかで、販売や販売促進、顧客サービス向けソフ
トウエア・関連ツール市場など拡大予想 

●ゼブラ・テクノロジーズ（ZBRA：NASDAQ)（$ 195.54） 

米国の印刷機メーカー。自動認証、データー収集および個人認証のために使用される印刷装
置を設計、製造、販売をする。 

●クアルコム（QCOM：NASDAQ）（$ 83.78） 

【携帯電話向け米国半導体大手】CDMA技術をベースに集積回路や無線チップ、ソフトウェア
を生産。工場を持たないファブレス企業。技術ライセンスの売上比率高く、知的財産のロイ
ヤルティー収入を得ている。先月、米アップルとの訴訟で和解に至る。 

●企業価値成長小型株ファンド 愛称：眼力（アセットマネジメントOne） 
主として企業価値成長小型株マザーファンドを通じて、わが国の小型株に実質的に投資を行
います。小型株市場の中から、利益成長による将来のROE水準やその改善に着目し、企業価
値の成長が見込める銘柄を選定することにより、中長期的な値上がり益の獲得を目指します。 

●ダイワ・グローバルIoT関連株ファンド －AI新時代－（大和投資信託） 

世界のIoT関連企業の株式に投資し、信託財産の成長をめざします。 

日本株 

アメリカ株 

投資信託 
右に記載の商品の買付
時の手数料は、約定代
金の３．２４％（税込
み）です。 

2019年5月9日通常取引終値 
国内店頭取引の場合、日本
円で約30万円程度から 

2019年5月10日終値 
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その他参考銘柄：アンリツ、 
サインポスト、村田製作所、
ＧＭＯインターネット、
ネットワンシステムズ 

その他参考銘柄：メルク、オ
ン・セミコンダクター、キー
サイト・テクノロジー、マイ
クロン・テクノロジー 



＊ 目論見書は、本店又は黒部支店にて入手できます。担当の営業員にお申し付けください。 
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